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①多様な現場接点から得られた「水に関する知」を駆使したソリューションを創出・提供。自ら技術開
発するスタイルから、社会の変化に対応するため独自技術だけでなく外部の力を導入してオープンイ
ノベーションを推進する戦略に転換。Kurita Innovation Hubを中核拠点とし、多様なステークホル
ダーとの交流・協働を通じ、イノベーションを創出する取組を推進。
②オープンイノベーションの取組の一つである「メタ・アクアプロジェクト」では、同社が有する水処
理技術とフラクタ・リープ社が有するデジタル・AI技術を組み合わせることにより、逆浸透（RO）
膜装置運転の効率化など、水処理産業における脱炭素化・効率化等につながる画期的な成果を獲得。
オープンイノベーションのパートナー探索・評価へのIPランドスケープの活用が定着。
③知財戦略を策定するにあたり、自社のビジネス要素、競合他社の武器、市場ニーズ等を整理したフ
レームワークを作成し、それをもとに事業部が競争優位性を明確にして事業戦略を立てる取組を知財
部門が主導。経営戦略と知財戦略を連携させる仕組みを構築し、ビジネスの競争優位性の確立と保護
を進めている。

オープンイノベーション推進企業

受賞のポイント

企業概要
東京都中野区中野4丁目10番1号
中野セントラルパークイースト
1949年
13,451百万円
8,151人
水処理薬品・装置の製造・販売および水処理装置のメンテナンスサービス

所 在 地：

設　　立：
資 本 金：
従 業 員：
事業概要：

https://www.kurita-water.com/

栗田工業株式会社 代表執行役社長　江尻　裕彦

AI を駆使した RO膜装置運転の最適化

Kurita Innovation Hub における
オープンイノベーション推進

オープンイノベーションの中核拠点
「Kurita Innovation Hub」


